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防災活動・訓練の留意点をまとめた
もので、関係消防機関と特定事業所
を指導していく上での参考資料 

防災要員の防災能力を確保する上で活用。 
新任時の教育訓練として有すべき基礎的
な知識。 
防災業務従事後は、継続的かつ計画的に
行う教育訓練の留意事項。 

道府県を中心とし
た防災本部機能の 
充実強化 
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第１節 火災の現象 

 
 

 第１ 火災の定義 

火災とは「人の意図に反して発生し若しくは拡大し、又は放火により発

生して消火の必要がある燃焼現象であって、これを消火するために消火施

設又はこれと同程度の効果のあるものの利用を必要とするもの、又は人の

意図に反し発生若しくは拡大した爆発現象をいう。」と定義されている。 

 

 第２ 燃焼の四要素 

燃焼とは、一般的に空気中又は酸素中で物質が激しい酸化反応によって

熱と光を発生する現象である。 

この燃焼が起きる条件として①可燃物があること、②熱源（発火エネ 

ルギー）があること、③周囲に空気（酸素）があること、の三つの要素が

必要である。これを燃焼の三要素といい、そのうちのどれ一つを欠いても

燃焼は起こらない。最近では、それに連鎖反応を加え、四要素が存在しな

ければ燃焼が継続しないという考え方もある。 

 

可燃物
（紙・木材等）

空 気
（酸素・支燃物）

熱 源

【燃焼の三要素】 【燃焼の四要素】

出 火 火 災

連鎖反応
（燃焼が継続）

サンプル６ 
特殊災害室作成 
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２．教育テキストの目次（案）について 
 
 

第１章 安全管理 
第１節 安全管理の概説 
第２節 受傷危険と事故防止 
第３節 基本的な事故予防 
第４節 緊急事態 
第５節 安全教育 
 
 

第２章 火災の性状 
第１節 燃焼・火災・爆発の現象 
第２節 タンク火災の基礎知識 
第３節 プラント火災の基礎知識 
第４節 高圧ガス火災の基礎知識 

 
 

第３章 防災活動 
第１節 火災の防災活動 
第２節 タンク火災の防災活動 
第３節 プラント火災の防災活動 
第４節 高圧ガス火災の防災活動 
第５節 関係機関との連携 
第６節 大容量泡放射システムの運用 

 
 

第４章 消火及び除害方法 
第１節 消火の理論 
第２節 消火の方法 
第３節 毒劇物の除害方法 
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第５章 施設地区 
第１節 製造施設の概要 
第２節 貯蔵施設の概要 
第３節 用役施設の概要 
第４節 入出荷施設の概要 
第５節 事務管理施設の概要 

 
 

第６章 特定防災施設 
第１節 流出油等防止堤 
第２節 消火用屋外給水施設 
第３節 非常通報設備 

 
 

第７章 防災資機材 
第１節 消防自動車 
第２節 消防自動車の操作訓練 
第３節 個人防護装備（PPE） 
第４節 個人装備の着装訓練 
第５節 可搬式放水銃 
第６節 空気呼吸器 
第７節 空気呼吸器の操作訓練 
第８節 消火設備 
第９節 消防ホース 

第10節 消防水利 

第11節 泡消火薬剤 

第12節 オイルフェンス 

第13節 油回収船 

 
 

第８章 防災活動要領 
第１節 通報、情報収集、情報提供要領 
第２節 指揮本部の設置要領 
第３節 火災の防御活動要領 
第４節 漏えい・流出時の防災活動要領 
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第５節 自然災害時の防災活動要領 
第６節 防災資機材の調達要領 
第７節 災害広報要領 
第８節 応急救護要領 

 
 

第９章 災害想定訓練 
第１節 図上訓練 
第２節 泡消火の基本訓練 
第３節 建物火災の想定訓練 
第４節 タンク火災の想定訓練 
第５節 プラント火災の想定訓練 
第６節 高圧ガス火災の想定訓練 
第７節 熱及び煙の体験訓練 

 
 

第10章 災害事例の検証 
第１節 火災 
第２節 爆発 
第３節 危険物の漏えい 
第４節 浮き屋根の沈降 
第５節 内部浮き蓋の異常 
第６節 その他 
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３．教育テキストに係る各目次の視点について 

 
 
 
第１章 安全管理 
 
 
【目 的】 

防災要員が、防災活動における危険要因及び一般的な安全行動を

説明できるようになる。 
 
 
【内 容】 

・第１節 安全管理の概説 
・第２節 受傷危険と事故防止 
・第３節 基本的な事故予防 
・第４節 緊急事態 
・第５節 安全教育 

 
 
【ポイント】 

・安全管理の全体像を把握し、業務の危険性を感じる。 
・日常業務における受傷防止策を理解する。 
・災害現場等における様々な危険性を理解する。 
・事故の要素（要員と資機材）を制御し、未然に事故を防ぐ。 
・安全管理における優先事項を理解する。 
（人命救助→拡大防止→消火→残火処理） 

・緊急避難計画の作成、緊急避難信号及び警報を活用する。 
・安全な一時退避所、避難待避所の設定方法を学ぶ。 
・危険予知訓練の効果と進め方を理解する。 
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第２章 火災の性状 
 
 
【目 的】 
防災要員が、燃焼の分類及びコンビナート火災の性状を理解し、

消火する者の行動が、火災の挙動にどのような影響を及ぼすかを説

明できるようになる。 
 

 
【内 容】 
・第１節 燃焼・火災・爆発の現象 
・第２節 タンク火災の基礎知識 
・第３節 プラント火災の基礎知識 
・第４節 高圧ガス火災の基礎知識 
 
 

【ポイント】 

・燃焼、火災、爆発の基礎概念を理解する。 
・危険物質の種類と特性及び消火原理を理解する。 
・固定屋根式、浮屋根式、固定屋根付浮屋根式タンク火災の特徴

を把握し、初期段階の的確な防災活動を理解する。 
・爆発による二次災害の可能性を理解する。 
・消火に伴う危険性及び安全な防災活動を理解する。 
・火災に対する応急措置を理解する。 
（発災施設への危険物等の供給及び流入停止） 
（発災施設等の緊急停止） 
（発災施設内の危険物等の除去） 
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第３章 防災活動 
 
 
【目 的】 
防災要員が、各種災害の注意点を理解し、安全的確な防災活動を

説明できるようになる。 
 
 
【内 容】 
・第１節 火災の防災活動 
・第２節 タンク火災の防災活動 
・第３節 プラント火災の防災活動 
・第４節 高圧ガス火災の防災活動 
・第５節 関係機関との連携 
・第６節 大容量泡放射システムの運用 
 
 

【ポイント】 
・基本的な火災に対する防災活動を理解する。 
（出動準備、指揮命令系統の確認、消防水利の確認） 
（人員の確認及び人命検索、指揮本部の設置、警戒区域の設定） 
（防災資機材の集結、消火設備等の準備） 
（緊急車両入門口の開閉、事業所への進入制限等） 
・タンク火災の注意点を理解し、安全的確に防災活動を行う。 
（資機材の確認、水利の確認、情報の整理、部署位置の確認） 
・プラント火災の注意点を理解し、安全的確に防災活動を行う。 
・高圧ガス火災の注意点を理解し、安全的確に防災活動を行う。 
・防災本部及び現地指揮本部の役割を理解する。 
（各本部の役割、指揮命令系統） 
・大容量泡放射システムの概要を理解する。 
（性能、運用基準、配置場所等） 
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第４章 消火及び除害方法 
 
 
【目 的】 
防災要員が、消火の原則を理解し、根拠のある消火方法及び除害

方法を説明できるようになる。 
 
 
【内 容】 
・第１節 消火の理論 
・第２節 消火の方法 
・第３節 毒劇物の除害方法 
 

 
【ポイント】 

・燃焼理論と対比させながら消火の科学的基礎論を理解する。 
・各消火方法を理解し、適切な消火方法を選択する。 
（窒息消火法：化学泡消火薬剤、空気泡消火薬剤、たん白泡消火

薬剤、合成界面活性剤泡消火薬剤、水成膜泡消火薬剤） 
・各毒劇物の特性に応じた中和等の除害方法を学ぶ。 
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第５章 施設地区 

 
 

【目 的】 
防災要員が、石油コンビナート等災害防止法を理解し、自事業所

の発災地区について、地区概要を説明できるようになる。 
 
 

【内 容】 
・第１節 製造施設の概要 
・第２節 貯蔵施設の概要 
・第３節 用役施設の概要 
・第４節 入出荷施設の概要 
・第５節 事務管理施設の概要 
 
 

【ポイント】 

・製造施設地区の概要について理解する。 
（製造工程の例：石油化学、石油精製のフロー） 
（外周が特定通路、セットバック） 
・貯蔵施設地区の概要について理解する。 
（外周が特定通路） 
・用役施設地区の概要について理解する。 
（電気、ガス等の取扱い有、外周の１/２が特定通路） 
・入出荷施設地区の概要について理解する。 
（事業所外の車両等の出入り有、外周の１/４が特定通路） 
・事務管理施設地区の概要について理解する。 
（事業所の管理事務所） 
・特定通路の概要について理解する。 
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第６章 特定防災施設 
 
 
【目 的】 
防災要員が、特定防災施設の性能を理解し、施設の活用について

説明できるようになる。 
 
 
【内 容】 
・第１節 流出油等防止堤 
・第２節 消火用屋外給水施設 
・第３節 非常通報設備 

 
 
【ポイント】 

・施設の位置、構造、機能、維持管理方法等を理解する。 
・流出油等防止堤の位置、エリア内の排水経路、止水弁の位置、

門扉の位置等を理解する。 
・消火用屋外給水施設の給水能力、消火栓の位置・構造、貯水槽

の位置、代替水利の位置等を理解する。 
・消火用屋外給水施設について、加圧装置起動方法、部署可能隊

数、消火栓放口サイズ、結合金具型式等を理解する。 
・非常通報設備について、設置場所、通報要領を理解する。 
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第７章 防災資機材 
 

 

【目 的】 

防災要員が、事業所に設置されている資機材等の性能及び使用上

の留意事項について、具体的に説明することができる。 

 

 

【内 容】 

・第１節 消防自動車       ・第８節 消火設備 

・第２節 消防自動車の操作訓練  ・第９節 消防ホース 

・第３節 個人防護装備（ＰＰＥ） ・第 10節 消防水利 

・第４節 個人防護装備の着装訓練 ・第 11節 泡消火薬剤 

・第５節 可搬式放水銃      ・第 12節 オイルフェンス 

・第６節 空気呼吸器       ・第 13節 油回収船 

・第７節 空気呼吸器の操作訓練    

 

 

【ポイント】 

・２点、３点セット等の車両の用途、機能及び性能等を理解する。 

・耐熱服等の正しい着装方法や性能等を理解する。 

・空気呼吸器の正しい着装方法や性能を理解する。 

・空気呼吸器の点検方法を習得し、使用可能時間の算出及び高圧

酸素の注意事項等を理解する。 

・危険物施設に設置されている消火設備の特性、消火効果等につ

いて理解する。 

・消火栓、防火水槽等の取扱い方法を理解する。 

・火災種別により有効泡薬剤が異なることを学び、他の消火方法

（水、水噴霧、不活性ガス等）について理解する。 

・油回収船で効果的に回収作業を行うことができる災害について

理解する。 
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第８章 防災活動要領 
 
 
【目 的】 
防災要員が、災害を最小限に止めるために行う防災活動要領につ

いて、具体的に説明することができる。 
 

 
【内 容】 
・第１節 通報、情報収集、情報提供要領 
・第２節 指揮本部の設置要領 
・第３節 火災の防御活動要領 
・第４節 漏えい・流出時の防災活動要領 
・第５節 自然災害時の防災活動要領 
・第６節 防災資機材の調達要領 
・第７節 災害広報要領 
・第８節 応急救護要領 

 
 
【ポイント】 

・迅速な通報の手順、通報内容の整理、消防機関への適切な情報

提供の重要性を理解する。 
・各種災害に応じた情報提供について学び、ＳＤＳ及び情報提供

の制度等の活用を理解する。 
・指揮本部の役割、設置場所及び設置時期を理解する。 
・指揮本部の指揮命令統制等を理解する。 
・引火防止、漏えい・流出範囲の局限化について理解する。 
・地震、津波、台風及び高潮等について、情報により各種対応を

事前にとることを理解する。 
・資機材の要請・種類・数量・運搬・集結場所等を理解する。 
・住民及び報道機関に対する広報の内容・手段等を理解する。 
・止血、ＣＰＲ（心肺蘇生法）、ＡＥＤ、搬送方法等を理解する。 

  



- 19 - 
 

第 9 章 災害想定訓練 
 
 

【目 的】 
防災要員が、各種災害を想定した訓練を行うことにより、消火技

術の向上を図る。 
 

 
【内 容】 
・第１節 図上訓練 
・第２節 泡消火の基本訓練 
・第３節 建物火災の想定訓練 
・第４節 タンク火災の想定訓練 
・第５節 プラント火災の想定訓練 
・第６節 高圧ガス火災の想定訓練 
・第７節 熱及び煙の体験訓練 

 
 

【ポイント】 

・化学消防車、泡消火栓等を使用し、平面的な危険物火災を消火

する訓練 
・援護注水の下で、火点に接近して泡放水する訓練 
・気象状況、火災状況の変化に対応して部隊を移動し、消火活動

する訓練 
・２点、３点セットを使用した想定訓練 
・可搬式放水銃を使用した想定訓練 
・泡消火薬剤の補給訓練 
・大容量泡放射システムの要請訓練 
・模擬タンク及び防油提火災の想定訓練 
・危険物火災の消火及び周辺機器冷却注水想定訓練 
・可燃性ガス火災の消火及び周辺機器冷却注水訓練 
・建物内に進入する想定訓練 
・固定消火設備を使用する想定訓練 
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第 10 章 災害事例の検証 
 
 
【目 的】 
防災要員が、過去の災害事例における問題点を教訓に、効果的な

防災活動を実施できる体制を構築することができるようになる。 
 
 
【内 容】 
・第１節 火災 
・第２節 爆発 
・第３節 危険物の漏えい 
・第４節 浮き屋根の沈降 
・第５節 内部浮き蓋の異常 
・第６節 その他 

 
 

【ポイント】 
 

 
 


	スライド番号 1



